
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
我
が
家
で
は

ポ
チ
と
の
格
差

言
い
出
せ
ず
）
（
通
知
表

母
の
カ
ミ
ナ
リ

五
段
階) 

（
社
で
「
部
長
」
ク
ラ
ス
会
で
は
「
お
い
ち
び
太
」
）
（
虎
の
子
は

大
き
く
な
れ
ず

子
の
ま
ん
ま
）

ン
ペ
ー
ン
担
当
が
出
席
し

た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
プ
ラ
ン

21
等
が
参
加

し
て
い
る
。

代
表
を
努
め
る
南
さ
ん

(

プ
ラ
ン
21
）
の
挨
拶
の

後
、
実
行
委
員
会
設
置
と

体
制
を
確
認
し
た
。
続
い

北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
新
潟
県
民
会
議
の
総

会
・
県
民
大
会
が
７
月

11

日
（
土
）
、
新

潟

東

急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

最
初
に
総
会
が
開
催
さ

れ
、
経
過
の
確
認
と
今
後

の
運
動
の
前
進
に
向
け
て

の
次
年
度
方
針
が
決
定
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
元
島
民
の
児

玉
泰
子
氏
よ
り
「
北
方
四

島
の
現
状
・
故
郷
へ
の
想

い
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
で
、
北
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ら
清
掃
活
動
等
を
行
っ
て

き
て
お
り
、｢

柿
川
周
辺

清
掃
と
歴
史
探
訪
の
集

い
」
は
今
年
で

19
回
目

を
迎
え
る
。

実
行
委
員
会
に
は
、
連

合
中
越
地
協
か
ら
国
民
市

民
担
当
と
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委

員
会
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

柿
川
に
親
し
む
会
は
７

月

14
日(

火)

午
後
６
時

半
か
ら
、
長
岡
市
の
市
民

セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
実
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

柿
川
は
長
岡
市
の
中
心

市
街
地
を
流
れ
、
人
々
の

生
活
や
歴
史
を
支
え
て
き

た
川
で
、

97
年

10
月
か
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て｢

他
労
組
の
方
と
交
流

で
き
良
か
っ
た｣｢

男
女
比

率
も
考
え
、
共
に
楽
し
め

る
テ
ー
マ
で
は
？｣｢

講
演

で

実

技

は
？｣

等

が

あ

が
っ
た
。
次
に
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
確
認
し
た
他
、
労

働
金
庫
か
ら
の
特
別
企
画

に
つ
い
て
諮
り
、
齋
藤
事

務
局
長
が
地
協
と
労
働
金

庫
に
対
応
す
る
と
と
し

た
。(

結
果
は
裏
面
の
特
別
企
画)

け
運
動
の
拡
大
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

(

国
民
担
当
皆
川
幹
事)

会
議
で
は
、
石
塚
委
員

長
の
転
勤
に
伴
い
、
神
田

副
委
員
長
が
代
行
を
務
め

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
６
月
に
開
催
し
た
文

化
交
流
会
の
反
省
点
と
し

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

強
く
訴
え
た
。
最
後
に
領

土
問
題
の
早
期
解
決
に
向

連
合
中
越
地
協
青
年

女
性
委
員
会(

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
委
員
会)

の
第
８
回
委

員

会

が
、
７

月

15

日

(

水)
18
時

30
分
か
ら
勤

労
会
館
で
開
か
れ
た
。

園
と
し
、
歴
史
探
訪
コ
ー

ス
は
市
内
史
跡
巡
り
や
戦

災
資
料
館
を
加
え
た
コ
ー

ス
で
計
画
す
る
。
各
探
訪

コ
ー
ス
の
結
集
場
所
は
、

平
和
の
森
公
園
と
す
る
。

結
集
後
に
は
、
例
年
通
り

の
ミ
ニ
講
演
を
行
う
が
、

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
８

月
中
旬
ま
で
に
決
定
す
る

と
い
う
内
容
だ
。

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
で

は｢

列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン｣

の
一
環
で
毎

年
参
加
し
て
お
り
、
今
年

も
各
コ
ー
ス
の
引
率
や
司

会
な
ど
を
担
当
す
る
。
ま

た
、
参
加
者
へ
の
お
に
ぎ

り
や
ト
ン
汁
も
提
供
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

後
日
案
内
チ
ラ
シ
で
各

団
体
を
通
じ
で
呼
び
か
け

る
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
か

ら
参
加
し
て
ほ
し
い
。

よ
り
手
厚
い
待
遇
と
な
っ

て
お
り
、
住
民
の
定
住
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

一
方
で
、
ビ
ザ
な
し

外
交
に
よ
り
現
地
の
人
た

ち
と
の
交
流
も
進
み
、
領

土
問
題
も
話
し
合
え
る
関

係
と
な
っ
て
い
る
が
、
自

分
に
と
っ
て
の
故
郷
は
ロ

シ
ア
人
に
と
っ
て
も
故
郷

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
複
雑
な
心
境
が
語
ら

れ
た
。
ま
た
、

70

年
の

間
の
ロ
シ
ア
政
府
の
し
た

た
か
な
や
り
方
に
対
し
日

本
政
府
の
外
交
を
も
っ
と

て
、
昨
年
の
経
過
と
決
算

が
報
告
さ
れ
た
。

次
に
、
今
年
度
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

概
略
を
次
の
よ
う
に
決
定

し
た
。

先
ず
、
実
施
日
は

10

月
３
日(

土)

午
前
中
と
す

る
。
集
合
場
所
は
南
町
公

方
四
島
は
、
日
本
の
領
土

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
戦
後
の
混
乱
の
中
で
不

法
に
占
領
さ
れ
た
ま
ま
の

状
態
が

70
年
続
い
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
近
年

は
択
捉
島
に
お
い
て
水
産

加
工
業
を
中
心
に
産
業
が

急
成
長
し
、
砂
利
道
が
舗

装
さ
れ
、
教
会
、
学
校
、

ス
ー
パ
ー
、
住
宅
は
近
代

的
な
も
の
が
作
ら
れ
る
な

ど
雇
用
が
確
保
さ
れ
、
生

活
レ
ベ
ル
の
向
上
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

50
歳
か
ら
の
年
金
支
給

を
行
う
な
ど
ロ
シ
ア
本
土

柿
川
に
親
し
む
会
が
実
行
委
員
会

19

回
目
の
事
業
概
要
を
協
議

連
合
中
越
国
民
市
民
担
当
・
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
も
参
加
す
る
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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
新
潟
県
民
会
議

総
会
に
引
き
続
き
県
民
大
会
を
開
催
す
る

７
月
の
下
旬
に
私
用
で
東
京

へ
行
っ
た
時
、
１
日
車
を
駐
車

し
て
お
け
る
神
宮
絵
画
館
駐
車

場
に
車
を
置
い
た
。
十
数
年
前

に
は
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
予
選
の
た

め
に
泊
り
込
ん
で
通
っ
て
い
た

聖
地
国
立
競
技
場
は
無
く
な
っ

て
い
た
。
工
事
の
大
型
ダ
ン
プ

が
砂
ボ
コ
リ
を
あ
げ
て
周
辺
を

走
り
回
っ
て
い
る
。
現
場
に

行
っ
て
初
め
て
「
本
当
に
な
く

な
っ
た
の
だ
な
ー
」
と
実
感
し

た
▼
建
設
費
が
高
価
す
ぎ
て
評

判
が
悪
く
な
っ
た
新
国
立
競
技

場
を
安
倍
首
相
は
「
白
紙
に
戻

し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
」

と
表
明
し
た
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
有
識
者
会
議

で
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
て
か
ら
わ

ず
か
10
日
目
の
白
紙
発
言
。
安

保
法
制
が
衆
議
院
を
通
過
し
た

が
、
法
案
へ
の
国
民
の
批
判
は

大
き
く
、
支
持
率
の
低
下
に
直

面
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
▼
安

倍
首
相
は
、
「
１
カ
月
ぐ
ら
い

前
か
ら
検
討
し
て
い
た
」
と
答

え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ソ

だ
。
有
識
者
会
議
に
は
、
森
喜

朗
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
会
長
、
舛
添
要
一
東
京
都

知
事
ら
に
加
え
て
、
下
村
博
文

文
科
相
、
遠
藤
利
明
五
輪
相
の

２
人
の
閣
僚
が
参
加
し
て
い

る
。
こ
の
２
人
は
、
２
５
２
０

億
円
の
新
国
立
競
技
場
建
設
計

画
を
了
承
し
て
い
る
。
ま
さ

か
、
こ
の
２
人
を
除
い
て
「
検

討
し
て
い
た
」
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
▼
ま
た
、
相
変

わ
ら
ず
国
民
の
感
覚
と
ず
れ
た

こ
と
を
言
う
森
元
首
相
が
、

「
国
が
２
５
２
０
億
円
ぐ
ら
い

出
せ
な
い
と
は
、
不
満
だ
」
と

語
っ
た
。
２
５
２
０
億
円
で
国

の
財
政
が
破
た
ん
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
国
民
は
、
国
の
財

政
を
心
配
し
て
怒
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
▼
年
金
生
活
者

は
、
わ
ず
か
の
年
金
か
ら
介
護

保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
料
を

天
引
き
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
も
遅
れ

て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣

で
働
く
多
く
の
人
た
ち
は
、
時

間
給
い
く
ら
、
と
い
う
世
界
で

暮
ら
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
わ
け
の
分
か
ら
な
い
デ

ザ
イ
ン
の
競
技
場
に
湯
水
の
よ

う
に
税
金
が
注
が
れ
、
し
か
も

当
初
予
算
を
大
幅
に
上
回
る
。

い
っ
た
い
誰
が
そ
ん
な
結
果
を

招
い
た
の
か
、
責
任
の
所
在
は

さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
こ
の

無
責
任
さ
に
皆
が
怒
っ
て
い
る

の
だ
。

副議長

羽賀 実≪№185≫

 東蔵王２

連
合
中
越
地
協

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
が
第
８
回
委
員
会
開
く
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
夏
休
み

さ
れ
ど
ふ
と
こ
ろ

冬
休
み
）
（
「
え
？
俺
が
？
」
会
社
の
噂
じ
ゃ

恋
愛
中
）
（
猛
暑
で
も

冷
房
い
ら
ぬ

親
父
ギ
ャ
グ
）
（
良
い
上
司

見
ざ
る
言
わ
ざ
る

褒
め
上
手)
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連合中越加盟単組紹介
―― 全新潟タクシー労組・旭分会 ―

36

旭分会は、交通労連・全新潟タクシー労働組合に加盟

しており、会社の発展とそこで働く私達の生活向上を目

指し、日々頑張っております。

世間では景気回復の兆しが見えてきている所もあり、

当社でも悪い時期から比べると少しずつですが、売上げ

も伸びてきました。し

かしながら夜の街の動

きなどを見るとまだま

だ厳しい情勢が続いて

いるようです。

7月末にはこれから

の夏の繁忙期を迎える

前に、全員では無理ですが各班で納涼会を企画し、指揮

を高めて繁忙期を頑張ろうとしています。

当社だけでなくこのタクシー業界は、団塊世代の社員

が退職と同時に組合の

脱退につながり、人手

不足が深刻な問題です

が、改善される事を期

待しながら少数精鋭で

団結して頑張っていま

す。


